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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期
第２四半期
累計期間

第59期
第２四半期
累計期間

第58期

会計期間

自平成27年
４月１日
至平成27年
９月30日

自平成28年
４月１日
至平成28年
９月30日

自平成27年
４月１日
至平成28年
３月31日

売上高 （千円） 2,654,925 2,344,959 5,449,784

経常利益 （千円） 268,130 165,515 541,849

四半期（当期）純利益 （千円） 193,481 123,839 390,087

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 1,103,184 1,103,184 1,103,184

発行済株式総数 （千株） 5,936 5,936 5,936

純資産額 （千円） 3,231,787 3,512,977 3,428,183

総資産額 （千円） 6,342,999 6,953,511 6,494,611

１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 34.81 22.29 70.19

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 7.00

自己資本比率 （％） 51.0 50.5 52.8

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 387,987 △165,959 856,960

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △596,928 △1,175,512 △719,128

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 236,093 512,199 582,413

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
（千円） 586,475 450,295 1,279,568
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回次
第58期
第２四半期
会計期間

第59期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成27年
７月１日
至平成27年
９月30日

自平成28年
７月１日
至平成28年
９月30日

１株当たり四半期純利益

金額
（円） 26.78 16.16

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　　　当第2四半期累計期間における我が国経済は、政府や日本銀行の経済政策等により、雇用・所得環境の改善が続

き、緩やかな回復基調で推移しました。しかし、中国をはじめとするアジア新興国及び資源国等の経済減速、イ

ギリスのＥＵからの離脱による影響への懸念等より景気の先行きは、依然として不透明な状況が続いておりま

す。

　　住宅建築業界におきましては、政府による住宅支援策に下支えされておりますが、依然として先行き不透明な

状況にあります。

　　このような状況のもとで、当社は、木材利用促進法による大型木造物件等の増加需要と東日本大震災による地

域社会の復旧・復興の需要に対応できる、宮城の伊達な杉（当社ウッド・ミル製材工場で生産される国産人工乾

燥杉製材品）、構造プレカット・羽柄プレカット・合板プレカット・サイディングプレカット（東日本大震災復

興による職人不足に伴う賃金高騰問題を解決できるプレカット）等を営業戦略の柱とし、製品等の開発に取り組

み、流通改革の徹底、業務の合理化等による収益改善及び工場損益の改善等に努め、国内住宅市場の環境変化等

を見据えながら、東日本大震災からの復旧・復興に貢献することが社会的使命と考え努力してまいりました。

　　当社のウッド・ミル製材工場につきましては、国産人工乾燥杉製材品の生産工場としてウッド・ミル第2工場が

8月に稼働いたしました。

工場の稼働により生産効率のさらなる向上を図ってまいります。

　　この結果、当第2四半期累計期間の売上高は、2,344百万円（前年同期比11.7％減）となりました。営業利益は

153百万円（前年同期比37.7％減）、経常利益は165百万円（前年同期比38.3％減）、四半期純利益は123百万円

（前年同期比36.0％減）となりました。

　　なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

ア．住宅資材事業

東日本大震災の復興の中、非住宅の大型木造物件と地域に根ざした営業展開を図るため、地場工務店等を中心

とした営業活動に注力し、売上高1,943百万円（前年同期比9.4％減）、営業利益157百万円（前年同期比34.6％

減）となりました。

イ．ホーム事業

　東日本大震災の復興の中、大型物件の完成工事高の減少等により、売上高379百万円（前年同期比22.2％

減）、営業利益74百万円（前年同期比6.7％減）となりました。

ウ．賃貸事業

　賃貸収入は、売上高21百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益14百万円（前年同期比5.2％減）となりまし

た。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期累計期間末に

比べ136百万円（23.2％）減少し、450百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は165百万円（前第２四半期累計期間は387百万円の

増加）となりました。これは、主に税引前四半期純利益が166百万円、減価償却費の非資金費用が92百万円あった

ものの、たな卸資産の増加による資金の減少が370百万円、仕入債務の減少による資金の減少が75百万円、未収消

費税等の増加による資金の減少が121百万円、法人税等の支払額が76百万円あったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は1,175百万円(前第２四半期累計期間に比べ96.9％

増)となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が1,171百万円あったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は512百万円（前第２四半期累計期間に比べ116.9％

増）となりました。これは、主に約定弁済に伴う長期借入金の返済による支出が45百万円及び配当金の支払額が38

百万円あったものの、短期借入金の増減による資金の増加が600百万円あったためであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）主要な設備

　前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設等において、当第2四半期累計期間に完了したものは次

のとおりであります。

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容
投資総額
（千円）

資金調達方法 完了年月

ウッド・ミル第2工場
（宮城県石巻市）

住宅資材事業 国産材製材工場 1,898,801
自己資金及び借入金

（注）2
平成28年8月

（注）1.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2.当社は津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助事業の対象事業者であり、設備投資総額のうち

1,510,142千円に対して、713,000千円の補助金が交付される予定です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,000,000

計 21,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,936,840 同左

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は1,000株であ

ります。

計 5,936,840 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 5,936,840 － 1,103,184 － 97,927
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社エステートヤマダイン 宮城県石巻市宜山町3-13 1,486 25.03

鈴木　正利 静岡県浜松市東区 320 5.39

株式会社山友殖林 宮城県石巻市相野谷字今泉前29-3 204 3.44

高橋　恒 宮城県石巻市 203 3.43

高橋　武一 宮城県石巻市 177 2.99

株式会社七十七銀行 宮城県仙台市青葉区中央三丁目3-20 150 2.53

高橋　勝 宮城県石巻市 134 2.26

株式会社ジャフコ 東京都千代田区大手町一丁目5-1 101 1.70

高橋　嘉之 宮城県石巻市 89 1.50

高橋　茂之 宮城県石巻市 86 1.46

計 － 2,952 49.73

（注） 当社は自己株式を380千株(6.41%)保有しておりますが、上記の大株主の状況から除いております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　380,000 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,544,000 5,544 同上

単元未満株式 普通株式    12,840 － 同上

発行済株式総数 5,936,840 － －

総株主の議決権 － 5,544 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社山大 宮城県石巻市潮見町2-3 380,000 － 380,000 6.40

計 － 380,000 － 380,000 6.40
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までにおいて、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,279,568 450,295

受取手形及び売掛金 869,494 897,801

完成工事未収入金 24,050 11,781

商品及び製品 230,817 257,362

仕掛品 69,401 131,619

原材料及び貯蔵品 163,577 162,367

販売用土地建物 61,208 32,597

未成工事支出金 19,781 331,476

繰延税金資産 12,463 14,166

その他の流動資産 43,918 170,089

貸倒引当金 △8,651 △6,823

流動資産合計 2,765,629 2,452,733

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 503,396 1,302,766

機械装置及び運搬具（純額） 287,622 741,415

土地 1,944,567 1,958,763

建設仮勘定 489,722 162

その他の有形固定資産 238,685 236,378

有形固定資産合計 3,463,993 4,239,487

無形固定資産 16,671 17,922

投資その他の資産 ※２ 248,317 ※２ 243,367

固定資産合計 3,728,982 4,500,777

資産合計 6,494,611 6,953,511
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 940,844 806,777

工事未払金 57,331 72,892

短期借入金 125,000 725,000

1年内返済予定の長期借入金 91,196 91,196

未払法人税等 83,598 52,937

賞与引当金 10,600 20,400

完成工事補償引当金 4,560 7,000

その他の流動負債 484,944 444,379

流動負債合計 1,798,074 2,220,582

固定負債   

長期借入金 1,015,642 970,044

退職給付引当金 113,046 111,577

その他の固定負債 139,665 138,330

固定負債合計 1,268,353 1,219,951

負債合計 3,066,428 3,440,534

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,103,184 1,103,184

資本剰余金 97,927 97,927

利益剰余金 2,290,144 2,375,083

自己株式 △53,569 △53,719

株主資本合計 3,437,686 3,522,474

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,368 1,374

土地再評価差額金 △10,871 △10,871

評価・換算差額等合計 △9,503 △9,497

純資産合計 3,428,183 3,512,977

負債純資産合計 6,494,611 6,953,511
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 2,654,925 2,344,959

売上原価 2,142,151 1,915,726

売上総利益 512,774 429,233

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 △4,836 △711

給与手当 74,130 74,476

賞与引当金繰入額 8,932 9,560

退職給付費用 4,214 2,090

その他 183,603 190,176

販売費及び一般管理費合計 266,043 275,592

営業利益 246,730 153,641

営業外収益   

受取利息 1,984 552

受取配当金 880 1,012

受取助成金 11,050 5,306

仕入割引 6,209 5,834

出資分配益 902 228

その他 5,707 5,193

営業外収益合計 26,735 18,127

営業外費用   

支払利息 4,791 5,689

売上割引 449 486

その他 94 76

営業外費用合計 5,335 6,253

経常利益 268,130 165,515

特別利益   

固定資産売却益 246 -

受取助成金 4,532 1,750

受取保険金 2,248 -

特別利益合計 7,026 1,750

特別損失   

役員退職慰労金 - 400

固定資産除却損 4,116 58

特別損失合計 4,116 458

税引前四半期純利益 271,039 166,807

法人税、住民税及び事業税 82,629 44,224

法人税等調整額 △5,070 △1,256

法人税等合計 77,558 42,968

四半期純利益 193,481 123,839
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 271,039 166,807

減価償却費 77,913 92,090

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40,322 △711

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,500 9,800

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,320 2,440

退職給付引当金の増減額（△は減少） 181 △1,468

受取利息及び受取配当金 △2,865 △1,565

支払利息 4,791 5,689

出資分配益 △902 △228

有形固定資産売却損益（△は益） △246 -

有形固定資産除却損 4,116 58

受取助成金 △4,532 △1,750

受取保険金 △2,248 -

売上債権の増減額（△は増加） 172,998 △17,150

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,135 △370,637

仕入債務の増減額（△は減少） 15,487 △75,456

未払消費税等の増減額（△は減少） △36,265 △9,255

未収消費税等の増減額（△は増加） - △121,248

その他 31,771 235,569

小計 483,962 △87,016

利息及び配当金の受取額 2,910 1,610

利息の支払額 △4,523 △5,839

助成金の受取額 4,532 1,750

保険金の受取額 2,248 -

法人税等の支払額 △102,733 △76,463

法人税等の還付額 1,590 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 387,987 △165,959

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △611,559 △1,171,023

有形固定資産の売却による収入 563 -

無形固定資産の取得による支出 △837 △9,190

貸付金の回収による収入 6,289 4,037

出資分配金の受取による収入 8,600 700

出資金の払込による支出 △35 △36

出資金の回収による収入 50 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △596,928 △1,175,512

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △21,598 △45,598

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,404 △3,151

自己株式の取得による支出 - △150

配当金の支払額 △38,904 △38,899

財務活動によるキャッシュ・フロー 236,093 512,199

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27,152 △829,272

現金及び現金同等物の期首残高 559,322 1,279,568

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 586,475 ※ 450,295
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第２四半期会計期間（自　平成28年７月１日　至　平成28年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ4,547千円増加

しております。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

１．保証債務

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成28年９月30日）

住宅建築資金つなぎ融資利用顧客 59,200千円 56,500千円

 

※２．投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成28年９月30日）

投資その他の資産 15,470千円 16,585千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 586,475千円 450,295千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 586,475 450,295
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 38,904 7.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 38,899 7.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計
算書計上額

 住宅資材事業 ホーム事業 賃貸事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,144,752 487,635 22,537 2,654,925 － 2,654,925

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,144,752 487,635 22,537 2,654,925 － 2,654,925

セグメント利益 240,532 80,254 15,151 335,938 △89,207 246,730

（注）１．セグメント利益の調整額（第２四半期累計期間△89,207千円）は全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費等）であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計
算書計上額

 住宅資材事業 ホーム事業 賃貸事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,943,987 379,556 21,414 2,344,959 － 2,344,959

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,943,987 379,556 21,414 2,344,959 － 2,344,959

セグメント利益 157,418 74,840 14,363 246,622 △92,981 153,641

（注）１．セグメント利益の調整額（第２四半期累計期間△92,981千円）は全社費用（主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費等）であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 34円81銭 22円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 193,481 123,839

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 193,481 123,839

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,558 5,557

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成28年11月４日

株式会社　山　大

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 久保　伸介　　印  

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 瀬戸　卓　　　印  

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山大の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第59期事業年度の第２四半期会計期間（平成28年７月１日から平成28年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山大の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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